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阿蘇市のチャレンジワード

胸に響く太鼓の鼓動

阿蘇～熊本 道路復旧の現状と開通予定
農業委員・農地利用最適化推進委員の皆さんを紹介します

なみの高原納涼まつり
子ども太鼓 『黒

くろつぐみ

鶫』 の演舞
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なみの高原納涼まつりが
8 月 15 日に道の駅波野
神楽苑で開かれました。
ヤマメのつかみどりや、
地元の小中学生によるダ
ンス、波野中学校の子ど
も神楽など盛りだくさん
の内容で、雨の中大勢の
人で賑わいました。
小中学生で構成される子
ども太鼓『黒

くろつぐみ
鶫』の演舞で

は、雨を吹き飛ばす勢い
で元気いっぱいに太鼓の
音が鳴り響きました。

平成 29 年 9 月号
public relations magazine No.152

今月の主な内容・CONTENTS

●市役所前降灰集積所の閉鎖 
●くまモン起用！県民手帳予約受付中
●屋外広告物の設置許可について 
●重症熱性血小板減少症候群（SFTS）に注意しましょう
●あなたのタバコの煙、大事な人に吸わせていませんか？
●都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト
●里親制度説明会のご案内
●セーフティ・ドライブコンクール参加者募集
●第 4 回阿蘇 YOSAKOI( 復幸）まつり
●阿蘇ガイド養成講座の受講生募集！
●日常生活支援サービスを提供できる団体を募集します
●防災意識を高めよう！市民のための救急講座
●楽しく学ぶエコ講義
●特設行政相談所
●地域づくり講演会開催のお知らせ
●第 21 回観月茶会

市役所からのお知らせ
●開かれた市政を目指し「市政報告会」を開催します [P13]
●【熊本地震関連】医療費・介護サービス利用料の免除期間終了のお知らせ [P14]
●平成 29 年 10 月 1 日現在で就業構造基本調査を実施します [P14]
●食生活改善推進員、新規会員を募集！ [P15]
●造血幹細胞移植等で予防接種が再度必要になった方への助成を行います [P16]

暮 ら し の 情 報

17

市役所からのお知らせ

くらしの情報

図書館へ行こう！

くらしカレンダー＆お慶びご寄付

21

阿蘇医療センター通信 No.23

13

さわやかフレッシュマン 釣井 健さん

地産地消クッキング 冷し生そばのトマトチャンプルかけ

阿蘇フォト on Instagram

23
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28

農業委員・農地利用最適化推進委員の皆さんを紹介します

26

6
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29

30

ASO 田園空間博物館通信 No.71

24

カルデラ暮らし vol.9

人権作文 山田小学校 6 年 阿部 航大さん20

阿蘇中央の「旬」伝えます

まちの話題

阿蘇～熊本 道路復旧の現状と開通予定
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長
陽
大
橋
ル
ー
ト

８
月
27
日
開
通

　
南
阿
蘇
村
の
村
道
栃
の
木
～
立
野
線

に
は
阿
蘇
長
陽
大
橋
や
戸
下
大
橋
が
架

か
っ
て
お
り
、熊
本
地
震
の
影
響
で
そ

れ
ぞ
れ
の
橋
の
損
傷
や
道
路
脇
の
斜
面

が
崩
落
す
る
な
ど
に
よ
り
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
の
代
行
事
業
と
し
て
急
ピ
ッ
チ
で

復
旧
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

８
月
27
日
に
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

　

南
阿
蘇
村
中
心
部
と
立
野
を
結
ぶ
道

路
が
復
旧
し
、熊
本
方
面
へ
の
車
の
通

行
が
円
滑
化
す
る
こ
と
で
ミ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
渋
滞
緩
和
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

ミ
ルク

ロ
ー
ド

落橋した阿蘇大橋

国道 57号北側復旧ルート
平成 32年度開通予定

長陽大橋ルート（村道 栃の木～立野線）
8 月 27 日開通（応急復旧）

阿蘇大橋架替（国道 325 号）
平成 32年度開通予定

阿蘇長陽大橋
戸下大橋

57

339

149

299

298

23

202

30

325

207

57

23

赤水駅

立野駅

瀬田駅

道の駅 大津

阿蘇猿まわし劇場

阿蘇ファームランド

東海大学阿蘇校舎

温泉センター ウィナス

コインランドリー
洗車場

市ノ川駅

二重峠交差点

通行止め区間と道路開通予定

熊本方面へ向かう国道 57号。
休日や通勤時間帯に渋滞が発生している。

避難坑
本坑

阿蘇～熊本

道路復旧の現状と開通予定

　

(

取
材
協
力　
国
土
交
通
省 

熊
本
河
川
国
道
事
務
所・熊
本
復
興
事
務
所)

　
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
発
生
し

た
立
野
地
域
の
大
規
模
な
斜
面

崩
壊
は
、国
道
57
号
や
阿
蘇
大

橋
、Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
を
飲
み
込

み
、阿
蘇
と
熊
本
を
繋
ぐ
主
要

な
交
通
手
段
は
現
在
も
絶
た
れ

た
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
蘇
と
熊
本
を
繋
ぐ
ア
ク
セ

ス
は
二
重
峠
か
ら
ミ
ル
ク
ロ
ー

ド
を
通
る
迂
回
路
な
ど
が
利
用

可
能
で
す
が
、渋
滞
の
発
生
な

ど
不
便
な
状
況
が
続
い
て
お

り
、一
刻
も
早
い
復
旧
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が

気
に
掛
け
て
い
る
阿
蘇
～
熊
本

間
の
道
路
復
旧
等
の
現
状
と
今

後
の
開
通
予
定
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

国
道
57
号
現
道

崩
壊
箇
所
の
現
状

　
阿
蘇
と
熊
本
を
結
ぶ
主
要
ア
ク
セ
ス

道
で
あ
っ
た
国
道
57
号
の
寸
断
は
、住

民
の
生
活
や
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
斜
面
の
崩
壊
が
発
生
し
た

阿
蘇
大
橋
付
近
で
は
、最
大
約
15
㍍
の

深
さ
で
道
路
の
地
盤
が
崩
壊
し
、そ
の

上
に
崩
壊
し
た
土
砂
が
最
大
約
５
㍍
か

ぶ
さ
っ
た
状
態
と
な
っ
て
お
り
、斜
面

中
腹
に
は
さ
ら
な
る
土
砂
崩
壊
や
落
石

に
よ
る
二
次
災
害
を
防
止
す
る
た
め
土

留
盛
土
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。斜
面
上

部
で
は
斜
面
の
恒
久
的
な
安
定
化
に
向

け
た
対
策
に
着
手
し
、土
留
盛
土
よ
り

下
の
斜
面
下
部
で
は
有
人
に
よ
り
堆
積

し
た
崩
壊
土
砂
の
撤
去
作
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

前
後
の
道
路
で
も
、道
路
下
の
地
盤

が
崩
壊
し
た
箇
所
が
存
在
し
て
お
り
、

さ
ら
な
る
侵
食
に
よ
る
欠
壊
が
起
き
な

い
よ
う
欠
壊
防
止
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、崩
壊
し
た
土
砂
の
撤
去
作

業
後
に
地
盤
調
査
が
行
わ
れ
、調
査
結

果
に
つ
い
て
は
有
識
者
等
で
構
成
さ
れ

る
阿
蘇
大
橋
地
区
復
旧
技
術
検
討
会
に

諮
り
な
が
ら
、国
土
交
通
省
で
欠
壊
防

止
対
策
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
す
。

国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト

平
成
32
年
度
開
通
予
定

　

国
道
57
号
の
代
替
道
路
と
し
て
、阿

蘇
市
赤
水
と
大
津
町
引
水
を
結
ぶ
全
長

13
㌔
の
北
側
復
旧
ル
ー
ト
開
通
に
向
け

て
現
在
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
17
日
に
は
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
の

着
工
式
が
阿
蘇
市
側
の
ト
ン
ネ
ル
坑
口

で
あ
る
車
帰
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
は
車
が
通
る
本
坑

と
火
災
時
等
に
ト
ン
ネ
ル
内
の
運
転
者

等
を
ト
ン
ネ
ル
外
へ
避
難
さ
せ
る
避
難

坑
の
２
本
の
ト
ン
ネ
ル
が
掘
進
さ
れ
、

平
成
32
年
度
中
の
開
通
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

国
道
57
号
と
国
道
３
２
５
号
を
結
ん

で
い
た
阿
蘇
大
橋
は
、既
存
の
場
所
か

ら
熊
本
方
面
へ
約
６
０
０
㍍
の
と
こ
ろ

に
新
た
な
国
道
３
２
５
号
と
し
て
架
け

替
え
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
道
57
号
側
は
立
野
病
院
付
近
か

ら
、国
道
３
２
５
号
側
は
旧
ア
ソ
シ

エ
ー
ト
付
近
ま
で
を
結
ぶ
全
長
約
１
㌔

（
橋
梁
区
間
５
２
５
㍍
）の
区
間
と
な

り
、平
成
32
年
度
中
の
開
通
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

二重峠トンネルの掘削現場

開通した阿蘇長陽大橋
写真奥が立野地区

写真提供：国土交通省九州地方整備局

阿蘇大橋架替イメージ　写真手前が国道 57号

国
道
３
２
５
号（
阿
蘇
大
橋
）

平
成
32
年
度
開
通
予
定

写真提供：国土交通省九州地方整備局

※ JR豊肥本線（肥後大津駅～阿蘇駅）は現在運転を見合わせており、復旧には大幅な時間を要する見込みです。
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古木 雄三
古城１区・古城２区・
古城３の１区・
古城３の２区・
古城４区

室　恒和
西 1～ 3区・塩塚・
古神 1～ 3区・
北１、2区

寺川 隆文
東 1～ 3区・
町 1、2区・
分 1～ 3区

古閑 隆一
古閑・神石・福岡・
東仲町・西仲町・
上町・下町・桜町・
福原・馬場・豆札

西村 豊治
上東下原・上井手・下井手・
原口・西井手・上西河原・
下西河原・中原・下東下原・
西下原・片隅・荻の草・舞谷

森永 詔興
古城５の１区・
古城５の２区・
古城６区・古城７区

児玉 正孝
元黒川・南黒川・
北黒川

西村 秀雄
竹原・蔵原・東黒川・
坊中

岩下 保男
道尻、上役犬原・
下役犬原・西町

佐藤 貞信
小野田・新村・
下の原・本村・山田・
原の口・鷲の石・
茗ケ原

成田 一秋
黒流町・今町・小池・
小倉・西小倉

宮本 和誠
乙姫・下西黒川・
黒川千丁・上西黒川

上野 政重
赤水・車帰

中島 正巳
西湯浦・湯浦・
南宮原・小里・深葉・
西小園

今村 光也
内牧１～５区・成川・
折戸・宇土・浜川

　
平
成
28
年
４
月
１
日
に
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
任
期

が
変
わ
る
本
年
７
月
20
日
か
ら
農
業
委

員
会
は
、
農
地
等
利
用
の
最
適
化
（
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参

入
の
促
進
）
の
推
進
に
取
り
組
む
体
制

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
は
、
地
域
の
農
業
を
リ
ー

ド
す
る
担
い
手
が
透
明
な
プ
ロ
セ
ス
を

経
て
確
実
に
就
任
す
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
①
市
長
の
任
命
制
と
し
、
②
過

半
を
原
則
と
し
て
認
定
農
業
者
と
す

る
、
③
農
業
者
以
外
の
者
で
中
立
的
な

立
場
で
公
正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
者
を
１
名
入
れ
る
、
④
女
性
・
青

年
を
積
極
的
に
登
用
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
19
名
の
農
業

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
新
た
に
設
置
さ
れ
る
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
は
、
農
業
委
員
会
が
担
当

地
区
を
定
め
て
委
嘱
す
る
こ
と
と
な

り
、
21
名
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
７
月
20
日
に
行
わ
れ
た
農
業
委
員
会

総
会
で
、
会
長
に
木
村
広
典
氏
、
会
長

職
務
代
理
者
に
岩
下
浩
徳
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
会
長
に
選
任
さ
れ
た
木
村

氏
は
、「
高
齢
化
が
進
み
耕
作
放
棄
地

が
増
え
て
い
く
中
、
さ
ら
に
災
害
も
あ

り
農
地
が
荒
れ
て
い
る
が
、
農
業
委
員

が
手
助
け
し
な
が
ら
大
事
な
農
地
を
残

し
て
い
き
た
い
」
と
、
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

山内 市男
的石・跡ケ瀬

五嶋 誠次
狩尾 1～ 3区

白石 秀徳
永草・枳

市原 英一
小園・小地野・笹倉・
坂の上・大道

古澤 一雄
赤仁田・楢木野・
滝水

佐藤 弘明
山崎・中江・仁田水・
立塚・横堀・遊雀・
中道

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

問
農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
２
２-

３
２
５
４

古澤 千津代 
波野区

岩下 浩徳
波野区

丸山 今朝德
波野区

石田 隆之
坂梨区

白石 忠幸
中通区

竹原 真理子
黒川区

佐藤 博
黒川区

伊藤 次幸 
黒川区

竹原 忠信
黒川区

西田 満士
山田区

岩下 満則
山田区

木村 広典
内牧区

岩下 雄治
内牧区

古閑 昭憲
尾ヶ石区

梅井 浩二
永水区

会 長

※氏名下の記載は担当地区。
（敬称略、行政区順）

職務代理者

和田 敏喜
古城区

知里口 香穂里
古城区

山口 正孝
宮地区

山本 利幸
宮地区

農業委員
主な仕事 ： 農地の貸借、売買の許可・決定等及び農地転用許可への意見

農地利用最適化推進委員
主な仕事 ： 担当地区での農地利用の最適化のための実践活動



わ だ い

国造神社の神輿の様子

　
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で

あ
る
阿
蘇
の
農
耕
祭
事
の
一
つ
、御

田
植
神
幸
式（
御
田
祭
）が
７
月
26
日

に
国
造
神
社
で
、28
日
に
阿
蘇
神
社

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
阿
蘇
神
社
で
は
、社
務
所
横
に
建

て
ら
れ
た
仮
拝
殿
で
神
事
が
行
わ
れ

た
後
、神
職
や
早
乙
女
を
乗
せ
た
馬

や
白
装
束
で
神
様
の
食
事
を
運
ぶ

宇う

な

り
奈
利
、神
様
が
乗
る
４
基
の
神み
こ
し輿
、

田
植
え
人
形
を
持
っ
た
小
学
生
な
ど

の
行
列
が
集
落
や
青
々
し
い
田
園
の

中
を
練
り
歩
き
、五
穀
豊
穣
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　
行
列
の
近
く
で
は
、祭
り
を
見
に

来
た
観
光
客
や
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
猛

暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
人
達
で

賑
わ
い
ま
し
た
。　

五穀豊穣を祈願して
国造神社・阿蘇神社で御田祭

　

九
州・
山
口
各
地
の
ジ
オ
パ
ー

ク
活
動
に
取
り
組
む
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
交
流
す
る『
マ
ナ
ビ
旅

２
０
１
７
』が
７
月
29
日
～
30
日
の

２
日
間
、阿
蘇
ユ
ネ
ス
コ
ジ
オ
パ
ー

ク
を
舞
台
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、子
ど
も
た
ち

が
地
球
の
活
動
や
お
互
い
の
地
域
の

素
晴
ら
し
さ
を
学
習
す
る
こ
と
に
よ

り
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、お

お
い
た
姫
島
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
九

州・
山
口
の
６
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク

の
子
ど
も
達
60
名
が
参
加
。阿
蘇
ジ

オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
協
会
の
案
内
で
火

山
博
物
館
や
草
千
里
、大
観
峰
な
ど

で
阿
蘇
の
成
り
立
ち
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

ジオパークの子どもたちが阿蘇で交流
九州ジオパーク子ども交流事業『マナビ旅』

風船と小麦粉を使ってカルデラができるまでを解説
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車
内
で
ス
イ
ー
ツ
を
堪
能
で
き
る

豪
華
観
光
列
車『
或
る
列
車
』が
７
月

19
日
、阿
蘇
～
大
分
間
を
初
運
行
し
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
黒
川
保
育
園
の
園
児
ら
が

阿
蘇
駅
で
出
迎
え
ま
し
た
。

　
『
或
る
列
車
』は
、こ
れ
ま
で
大
分

～
日
田
間
や
長
崎
～
佐
世
保
間
で
高

級
志
向
の
観
光
列
車
と
し
て
運
行
さ

れ
て
お
り
、今
回
は
元
気
な
阿
蘇
を

発
信
す
る
た
め
に
Ｊ
Ｒ
九
州
が
特
別

コ
ー
ス
と
し
て
月
一
回
一
往
復
の
限

定
運
行
を
企
画
。以
降
は
、８
月
23
日

㈬
、９
月
20
日
㈭
に
運
行
さ
れ
ま
す
。

２
両
編
成・定
員
36
名
の
車
内
で
は
、

阿
蘇
市
産
の
牛
乳
を
は
じ
め
九
州
の

食
材
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
の
フ
ル
コ

ー
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

阿蘇にスイーツ列車がやってきた
『或る列車』阿蘇～大分間を限定運行

わ だ い

わ だ い

　
阿
蘇
中
央
高
校
の
生
徒
ら
が
７
月

24
日
、小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

『
つ
ど
い
』で
施
設
利
用
者
と
花
の
寄

せ
植
え
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
阿
蘇
中
央
高
校
農
業
食
品
科
３
年

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班
６
名
は
、高

齢
者
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、学

校
で
栽
培
し
た
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
の
花

の
苗
を
施
設
利
用
者
と
一
緒
に
プ
ラ

ン
タ
ー
に
寄
せ
植
え
し
、施
設
内
に

設
置
し
ま
し
た
。出
来
上
が
っ
た
プ

ラ
ン
タ
ー
は
夏
の
期
間
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、７
月
21
日
、27
日
、28
日
の

３
日
間
で
市
内
５
カ
所
の
仮
設
住
宅

入
居
者
に「
元
気
を
贈
り
た
い
」と
花

の
プ
ラ
ン
タ
ー
45
個
を
寄
贈
。入
居

者
は
、「
大
事
に
育
て
た
い
」と
感
謝

を
伝
え
ま
し
た
。

育てた花と元気を贈ります
阿蘇中央高校の生徒が寄せ植え交流と花の贈呈

　
日
本
と
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
能
力

に
優
れ
た
青
少
年
と
指
導
者
が
相
互

に
派
遣・
受
入
を
す
る『
日
独
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業
』（
熊
本
県

体
育
協
会
主
催
）が
行
わ
れ
、日
本
の

受
入
と
し
て
７
月
24
日
～
28
日
の
４

泊
５
日
で
ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
阿
蘇
市
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　
ド
イ
ツ
か
ら
18
歳
～
37
歳
の
水
泳

ほ
か
２
種
目
の
選
手
７
名
が
来
日
。

火
の
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
中
心
と
し
た
４
軒
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
滞
在

し
、阿
蘇
の
観
光
や
空
手・
水
泳・
習

字
な
ど
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ・
文
化
を

体
験
し
国
際
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

滞
在
を
終
え
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、「
阿
蘇
は
人
が
温
か
く
食
べ
物
も

お
い
し
い
。今
後
も
交
流
を
続
け
て

い
き
た
い
」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

スポーツを通じ国際交流
日独スポーツ少年団同時交流事業

N e w s

スポーツ少年団とホストファミリーの皆さん

　
被
災
地
を
応
援
す
る
た
め
、キ
リ

ン
グ
ル
ー
プ
が
寄
付
し
公
益
財
団
法

人
日
本
財
団（
会
長 

笹
川
陽
平
）が

設
置
し
た
基
金
事
業『
キ
リ
ン
絆
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』に『
阿
蘇
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

が
認
定
さ
れ
、７
月
26
日
に
支
援
金

１
千
万
円
の
目
録
贈
呈
式
が
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
阿
蘇
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
学

校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』は
自
転
車
を
使

っ
た
地
域
活
性
化
策
と
し
て
、阿
蘇

の
草
原
や
地
形
を
利
用
し
た
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
確
立
や
観
光
商
品

開
発
、情
報
発
信
、人
材
育
成
な
ど
を

展
開
し
、サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
と

し
て
国
内
外
か
ら
選
好
さ
れ
る
観
光

地
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

阿蘇サイクルツーリズムを応援
キリン絆プロジェクトから支援金贈呈

目録を贈呈したキリンビール㈱麻生熊本支社長（左）
と日本財団荻上経営企画部長（右）
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『或る列車』を出迎えた YMCA 黒川保育園の園児たち

寄せ植えをする阿蘇中央高校の生徒と『つどい』の利用者

N e w s 

わ だ い

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

国造神社 阿蘇神社
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コ
ス
ギ
不
動
産
や
熊
本
銀
行
、福

岡
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
特

別
協
賛
に
よ
り
、コ
ス
ギ
リ
ゾ
ー
ト

阿
蘇
ハ
イ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
７
月

28
日
～
30
日
の
３
日
間
、熊
本・阿
蘇

シ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、

熊
本
復
興
応
援
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
、プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ゴ
ル

フ
ァ
ー
１
４
４
名
が
参
加
。優
勝
は

秋
葉
真
一
プ
ロ（
開
文
グ
ル
ー
プ
）、

ベ
ス
ト
ア
マ
チ
ュ
ア
を
大
塚
覚
さ
ん

（
高
千
穂
）が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
会
に
あ
わ
せ
て
実
施
さ

れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

や
参
加
費
の
一
部
が
、熊
本
県
と
阿

蘇
市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

復興応援でゴルファーが集結
熊本・阿蘇シニアオープンゴルフトーナメント

　

少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
阿
蘇
Ｊ

Ｓ
Ｃ
マ
グ
ラ
ー
ズ（
仲
道
隆
監
督
）

が
、７
月
29
日
、北
海
道
室
蘭
市
で
開

か
れ
た『
道
民
共
済
キ
ッ
ズ
カ
ッ
プ

２
０
１
７
』に
招
待
さ
れ
、交
流
試
合

を
行
い
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
の
復
興
支
援
と
し
て
被

災
地
の
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が

招
待
さ
れ
た
本
大
会
で
は
、Ｊ
Ｓ
Ｃ

マ
グ
ラ
ー
ズ
の
２・
３
年
生
11
名
が

遠
征
。開
会
式
で
は
、梶
原
悠
人
主
将

が「
地
震
に
よ
り
大
好
き
な
サ
ッ
カ

ー
が
で
き
な
い
日
々
が
続
い
た
が
、

全
国
か
ら
の
支
援
を
受
け
少
し
ず
つ

元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
感
謝
を

伝
え
、北
海
道
の
サ
ッ
カ
ー
キ
ッ
ズ

と
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

キッズサッカーチームが招待遠征
阿蘇ＪＳＣマグラーズが北海道で交流試合

わ だ い

ベストアマチュア受賞の大塚さんには
阿蘇市のブランド “ 然 ” の商品が贈られた

　
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
院
３
周

年
を
記
念
し
て
８
月
５
日
、市
民
公

開
講
座
と
健
康
フ
ェ
ス
タ
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
市
民
講
座
で
は
、『
認
知
症・が
ん・

感
染
症
に
関
す
る
こ
と
』を
テ
ー
マ

に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
認
定
看
護
師

（
特
定
の
看
護
分
野
で
熟
練
し
た
技

術
と
知
識
を
有
す
る
看
護
師
）が
講

演
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、講
座
後
は

健
康
フ
ェ
ス
タ
が
開
か
れ
、阿
蘇
医

療
セ
ン
タ
ー
の
専
門
職・
技
術
ス
タ

ッ
フ
が
特
設
ブ
ー
ス
を
開
設
。市
民

の
健
康
意
識
向
上
と
健
康
増
進
を
目

的
と
し
た
無
料
の
相
談
窓
口
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、訪
れ
た
人
た

ち
は
普
段
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
健

康
に
関
す
る
疑
問
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

阿蘇医療センター開院 3周年イベント
市民公開講座と健康フェスタ

N e w s 

　
阿
蘇
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
Ａ

Ｓ
Ｏ
環
境
共
生
基
金
の
実
施
事
業
と

し
て
８
月
５
日
、『
夏
の
ジ
オ
サ
イ
ト

ツ
ア
ー
と
阿
蘇
火
山
博
物
館
』と
題

し
た
自
然
観
察
学
習
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
基
金
は
阿
蘇
の
自
然
環
境
を

維
持
す
る
た
め
の
も
の
で
、子
ど
も

た
ち
を
中
心
と
し
た
環
境
教
育
、阿

蘇
に
自
生
す
る
貴
重
な
野
生
植
物
の

保
護
、草
原
再
生
や
景
観
整
備
な
ど

環
境
に
関
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
今
回
実
施
し
た
学
習
活
動
に
は
市

在
住
の
親
子
20
名
が
参
加
。ス
タ
ッ

フ
の
案
内
で
草
千
里
を
散
策
し
、火

山
活
動
や
草
原
の
生
き
物
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、火
山
博

物
館
で
は
、実
験
や
ジ
オ
ラ
マ
な
ど

を
使
っ
て
阿
蘇
火
山
の
誕
生
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

ジオサイトを体験
夏のジオサイトツアーと阿蘇火山博物館

草千里を散策し虫や植物を観察

わ だ い

室蘭市での交流試合の様子

AED の使い方と一時救助処置を体験

N e w s 

　
阿
蘇
内
牧
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
あ

そ
☆
ビ
バ
に
植
え
ら
れ
た
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
に
果
実
が
実
り
、８
月
８
日
に

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
赤
水
保
育
園
の
園
児
た
ち

が
収
穫
し
ま
し
た
。

　
収
穫
体
験
を
行
っ
た
の
は
、同
保

育
園
の
年
中
組
の
園
児
17
名
で
、公

園
の
管
理
者
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｏ
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
の
職
員
の
指
導
で
濃
い
紫
色

の
熟
れ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
収
穫
。

園
児
た
ち
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
口
に

含
み
な
が
ら「
酸
っ
ぱ
い
実
や
甘
い

実
が
あ
っ
て
て
お
い
し
い
」と
笑
顔

で
収
穫
し
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、お

土
産
と
し
て
園
児
に
渡
さ
れ
た
ほ

か
、仮
設
住
宅
の
内
牧
団
地
入
居
者

19
世
帯
へ
の
贈
り
物
と
し
て
園
児
か

ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。（
こ
の
後
、全

仮
設
住
宅
に
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。）

すっぱい！？あまい！？
YMCA 赤水保育園がブルーベリー収穫体験

収穫したブルーベリーを見せ合う園児たち

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

　
熊
本
地
震
で
校
舎
や
プ
ー
ル
に
大

き
な
被
害
を
受
け
た
阿
蘇
西
小
学
校

で
は
、校
舎
の
建
て
替
え
に
伴
い
高

学
年
棟
が
解
体
さ
れ
る
た
め
７
月
19

日
、全
校
児
童
た
ち
が
集
合
し
て
校

舎
に
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

　
阿
蘇
西
小
学
校
の
児
童
は
、現
在
、

旧
尾
ヶ
石
東
部
小
学
校
を
仮
校
舎
と

し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。当
日
は
、全

校
児
童
１
３
３
名
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
集
ま

り
、ド
ロ
ー
ン
で
記
念
撮
影
会
が
行

わ
れ
、参
加
者
は
想
い
出
い
っ
ぱ
い

の
校
舎
や
プ
ー
ル
に
お
別
れ
と
感
謝

を
伝
え
ま
し
た
。

　
被
災
し
た
高
学
年
棟
と
プ
ー
ル
棟

は
解
体
後
、建
替
工
事
を
行
い
平
成
30

年
12
月
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

被災した校舎にお別れ
阿蘇西小学校災害復旧工事始まる

阿蘇西小学校の校舎をバックに集合写真 
（児童保護者提供）

わ だ い
わ だ い
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子
ど
も
達
が
大
分
県
野
津
原
か
ら

熊
本
城
ま
で
７
日
間
の
日
程
で
歩
く

『
参
勤
交
代・
九
州
横
断
徒
歩
の
旅
』

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
を
愛
す
る
会
主

催
）が
阿
蘇
市
を
通
過
し
８
月
19
日
、

今
町
神
社
で
阿
蘇
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ（
高
宮
今
朝
秀
会
長
）が
道
中
の
子

ど
も
達
を
迎
え
入
れ
、湧
水
や
か
き

氷
な
ど
を
振
舞
い
ま
し
た
。

　
熊
本
に
ゆ
か
り
の
あ
る
小
中
学
生

が
参
加
す
る
こ
の
旅
は
、サ
ポ
ー
ト

の
高
校
生・
大
学
生
を
含
め
２
６
０

名
が
参
加
。こ
の
日
波
野
か
ら
内
牧

へ
向
か
う
子
ど
も
達
は
、ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
が
設
営
し
た
休
憩
所
で
疲

れ
を
癒
し
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
旅
立

ち
ま
し
た
。

　
阿
蘇
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、青
少

年
育
成
を
目
的
と
し
て
毎
年
子
ど
も

た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

旅中の子ども達にエール
阿蘇ロータリークラブが九州横断徒歩の旅を応援

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
阿
蘇
の
農
耕
祭
事
」の
一
つ
火
焚
き

神
事
が
８
月
19
日
に
始
ま
り
、霜
神

社
で
乙
女
入
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
農
作
物
を
霜
の
被
害
か
ら
守
り
豊

作
を
祈
る
こ
の
祭
事
は
、建
磐
龍
命

の
家
来「
鬼
八
」の
恨
み
を
鎮
め
る
た

め
に
始
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、乙

女
揚
げ
の
10
月
16
日
ま
で
火
焚
殿
に

祀
ら
れ
た
ご
神
体
を
温
め
続
け
ま
す
。

　
第
２
７
７
７
代
目
と
言
わ
れ
て
い

る
今
年
の
火
焚
き
乙
女
は
竹
原
颯さ
つ
き希

さ
ん（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
黒
川
保
育
園
）が
務

め
、介
添
え
の
祖
母
ル
リ
子
さ
ん（
竹

原
）と
と
も
に
、火
焚
殿
で
火
を
灯

し
、59
日
間
の
火
焚
き
が
始
ま
り
ま

し
た
。

５９日間絶やさず火焚き
霜神社で火焚き神事始まる

わ だ い

火焚殿で火を灯す
颯希さんと介添えのルリ子さん

子どもたちを見送るロータリークラブメンバー

わ だ い

開催地区 期　　日 会　　　場

波野地区 １０月　３日 ㊋ 波野保健福祉センター

山田地区 １０月　４日 ㊌ 山田小学校体育館

狩尾地区 １０月１０日 ㊋ 旧尾ヶ石東部小学校体育館

乙姫地区 １０月１６日 ㊊ 旧乙姫小学校体育館

黒川・役犬原地区 １０月１７日 ㊋ 阿蘇小学校体育館

阿蘇西校区 １０月１８日 ㊌ 阿蘇西小学校体育館

内牧地区 １０月２４日 ㊋ 農村環境改善センター

古城地区 １０月３０日 ㊊ 古城公民館

中通地区 １０月３１日 ㊋ 中通公民館

宮地地区 １１月　１日 ㊌ 就業改善センター

坂梨地区 １１月　２日 ㊍ 坂梨公民館

市 政 報 告 会

総務課 秘書広報係　☎ 22-3111

　
政
が
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
る

よ
う
、市
長
を
は
じ
め
副
市
長
、

教
育
長
、各
部
長
が
市
民
の
皆
さ
ま
に

直
接
お
会
い
し
、熊
本
地
震
に
関
す
る

今
後
の
取
り
組
み
を
中
心
に
、市
が
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
諸
施
策
の
説
明
や

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
報
告
会
は
、
市
の
施
策
に
対
す

る
理
解
や
信
頼
を
深
め
、
市
民
の
皆
さ

ま
方
が
市
政
へ
の
興
味
や
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催

し
て
お
り
、
今
年
も
下
記
の
日
程
で
、

市
内
11
ヶ
所
で
開
催
し
ま
す
。

　
市
長
が
全
て
の
会
場
に
出
席
し
、
主

な
取
り
組
み
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
を
お
受
け
し
、
市
政
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

市

CITY  INFORMATION

開かれた市政を目指し「市政報告会」を開催します

市政
報告会

＜時間＞午後７時～９時まで

※どの会場にお越しいただいても構いません。多くの皆さまのご参加をお待ちしています。

会場と日程

CITY  INFORMAT ION
市 役 所 か ら の お 知 ら せ

広
告

　
阿
蘇
地
区
の
建
設
業
若
手
経
営
者

18
社
で
組
織
す
る
阿
蘇
地
区
建
設
業

青
年
部(

森
本
剛
志
会
長
）が
８
月

３
日
に
発
足
し
、活
動
の
第
一
弾
と

し
て
同
日
、阿
蘇
山
上
で
ミ
ヤ
マ
キ

リ
シ
マ
剪
定
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
阿
蘇
山
上
で
は
約
30
万
株
の
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
が
自
生
し
て
い
ま
す

が
、一
部
が
火
山
ガ
ス
や
火
山
灰
の

影
響
で
枝
が
枯
れ
て
景
観
を
阻
害
し

て
お
り
、新
芽
の
育
成
も
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。剪
定
作
業
に
は
建
設
業

青
年
部
20
名
が
参
加
。阿
蘇
山
上
の

景
観
保
全
に
向
け
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
青
年
部
で
は
、今
後
も
阿
蘇
の
地

域
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

建設業若手が相互協力
阿蘇地区建設業青年部発足とボランティア活動

一面灰色になった
ミヤマキリシマの枯枝を剪定

発足した阿蘇地区建設業青年部の皆さん

わ だ い

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画



広
告
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食 生 活 改 善 推 進 員

一の宮保健センター　☎ 22-5088

　
蘇
市
食
生
活
改
善
推
進
員
の
新
規
会
員
を
募
集
し
ま
す
。会

員
に
な
る
に
は
、左
記
学
習
会
す
べ
て
に
参
加
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
受
講
を
ご
希
望
の
方
は
9
月
27
日
㈬
ま
で
に
、一
の
宮
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

阿

CITY  INFORMATION

食生活改善推進員、新規会員を募集！

第 1 回

●内　容　 ①食生活改善推進員とは　②食生活改善推進員の活動内容
　　　　　③阿蘇市の現状について　

●と　き　 10 月 4 日㈬　9:30 ～ 11:00

●ところ　一の宮保健センター２階

●持参品　筆記用具

第 2 回

●内容　 ①阿蘇市の健康課題　②生活習慣病予防のために（食の適量）

●と　き　 11 月 1 日㈬　9:30 ～ 11:00

●ところ　一の宮保健センター２階

●持参品　筆記用具、第１回で配布した資料

第 3 回

●内　容　 ①学習第１・２回のまとめ　②修了式

●と　き　 平成 30 年 3 月 1 日㈭　9:30 ～ 12:00

●ところ　一の宮保健センター２階

●持参品　筆記用具、第１・2 回で配布した資料

※学習会とは別に各支部で行われる事業に１、２回程度参加していただきます。
※日時・内容等は都合により変更する場合もありますので、ご了承ください。

●免除となっていた対象
　 ・国民健康保険、後期高齢者医療の医療費窓口負担金
　・介護サービス利用料

●免除終了期限
　 ９月３０日㈯まで

医療費等一部負担金免除終了

ほけん課 ☎ 22-3145

【熊本地震関連】医療費・介護サービス利用料の免除期間終了のお知らせ

　
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

方
を
対
象
と
し
た
医
療
費
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
免
除
期
間
が

左
記
の
と
お
り
終
了
と
な
り
ま
す
。

熊

CITY  INFORMATION

概　要

※ 熊本地震に伴う後期高齢者医療保険料の減免は、10 月 13 日㈮が申請期限となっています。
手続きがお済みでない方はお早めにお願いします。

就 業 構 造 基 本 調 査

財政課企画係 ☎ 22-3204

平成 29 年 10 月 1 日現在で就業構造基本調査を実施します

　
の
調
査
は
、国
が
行
う
統
計
調
査
の

中
で
も
特
に
重
要
と
さ
れ
る
基
幹

統
計
調
査
で
す
。日
本
の
就
業
に
関
す
る

実
態
を
調
査
し
、様
々
な
政
策
立
案
で
活

用
さ
れ
る
基
礎
資
料
の
作
成
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
す
。対
象
と
な
る
世
帯
に

調
査
員
が
調
査
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の

で
、趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ

CITY  INFORMATION

概　要

●調査対象
　 抽出されたおよそ１５０世帯に属する１５歳以上の方々

●実施期間
　 ９月から１０月までの２ヶ月間

※�調査にあたって対象世帯に金品やクレジットカード番号等の提供を
求めることはありません。「かたり調査」にご注意ください。

※�調査員は、それぞれの顔写真がついた調査員証を携行しています。不
審に思われることがありましたら、調査員証の提示を求めるようお願
いします。

第 44 回全日本中学校陸上競技選手権大会

 森田 侑紗（�阿蘇中学校２年）

●陸上競技（走り高跳び）

全国大会出場者紹介・大会結果

（8.19～22／熊本市�えがお健康スタジアム）

JOC オリンピックカップ
第 10 回全日本テコンドー選手権大会（中学生男子有段の部）

 第３位　佐藤 太一（一の宮中学校２年）�

●テコンドー（プムセ競技）【結果】 （7.29 ／長野県）

CITY  INFORMAT ION
市 役 所 か ら の お 知 ら せ
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●対象者
　 造血幹細胞移植等で定期予防接種（A 類疾病）の再予防接種を医師が

必要と判断したもので、再予防接種時及び申請時に阿蘇市に住所を有
する方

●助成額
　 再予防接種にかかった料金の 7 割に相当する額
  （1,000 円未満は切り捨て）

●申請に必要なもの
　医師の意見書、再予防接種の領収書
　母子手帳等で予防接種の履歴がわかるもの

　※予防接種を受ける前にお問い合わせください。

●申請先・お問い合わせ
　阿蘇市役所ほけん課　阿蘇市一の宮保健センター
　☎ 22-5088　Ⓕ 22-0077

予 防 接 種 助 成

一の宮保健センター ☎ 22-5088

造血幹細胞移植等で予防接種が再度必要になった方への助成を行います

　
血
病
等
の
病
気
で
造
血
幹
細
胞

移
植
等
の
治
療
を
行
い
、移
植
前

に
行
っ
た
予
防
接
種
の
免
疫
が
低
下
も

し
く
は
消
失
し
た
た
め
に
、再
予
防
接

種
が
必
要
と
な
っ
た
方
へ
助
成
を
行
い

ま
す
。

白

CITY  INFORMATION

概　要

広
告

「秋の全国交通安全運動」が始まります！期間は 9 月 21 日～ 30 日
【運動重点】
①子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
②夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
③全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
④飲酒運転の根絶

※�阿蘇市においても、期間中は街頭指導やお知らせ端末での啓発を行い、
交通事故防止を図ります。

　問い合わせ先　総務課防災対策室　☎２２－３１１１

CITY  INFORMAT ION
市 役 所 か ら の お 知 ら せ

広
告

市
役
所
前
降
灰
集
積
所
の
閉
鎖

　

昨
年
10
月
に
噴
火
し
た
阿
蘇
中

岳
の
火
山
灰
を
市
役
所
前
降
灰
集

積
所
で
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た

が
、9
月
30
日
㈯
を
も
っ
て
終
了

し
ま
す
。

　

な
お
、集
積
所
閉
鎖
後
の
火
山

灰
の
処
分
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
市
役
所
住
環
境
課

�

☎
２
２
・
３
１
６
９

▽
市
役
所
市
民
課

�

☎
２
２
・
３
１
３
５

く
ま
モ
ン
起
用
！

県
民
手
帳
予
約
受
付
中

　

熊
本
県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
く
ま

モ
ン
を
起
用
し
た『
２
０
１
８
年

版
県
民
手
帳
』の
購
入
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。購
入
希
望
の

方
は
、代
金（
４
５
０
円
）を
添
え

て
９
月
29
日（
金
）ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
仕
様

▽�

熊
本
県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
く
ま

モ
ン
を
起
用（
パ
ラ
パ
ラ
く
ま

モ
ン
も
登
場
）

▽�

コ
ン
パ
ク
ト
に
書
け
る
予
定
表

や
ミ
ニ
知
識
と
し
て
市
町
村
便

覧
な
ど
の
統
計
情
報
を
掲
載

▽
サ
イ
ズ　

９
・
４
㌢�

×
15
㌢

※
予
約
取
消
不
可

※�

11
月
上
旬（
予
定
）に
市
役
所
ま

た
は
各
支
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
申
込
先

市
役
所
財
政
課
・
各
支
所
総
務
振
興
係

問
市
役
所
財
政
課
企
画
係

☎
２
２
・
３
２
０
４

屋
外
広
告
物
の
設
置
許
可

に
つ
い
て

　

店
舗
な
ど
の
所
在
を
知
ら
せ
る

た
め
や
宣
伝
の
た
め
、立
看
板
、は

り
紙
、の
ぼ
り
、広
告
塔
、屋
上
広

告
、壁
面
広
告
な
ど
の
屋
外
広
告

物
を
設
置
す
る
場
合
は
、自
己
の

土
地
・
建
物
な
ど
で
あ
っ
て
も
、原

則
と
し
て
事
前
に
許
可
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
ご
と
に
広
告
物
の

種
類
や
表
示
で
き
る
面
積
、広
告

物
の
設
置
が
禁
止
さ
れ
る
物
件
な

ど
の
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、申

請
に
際
し
て
は
、「
き
ち
ん
と
ル
ー

ル
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
」

「
ま
わ
り
の
景
観
へ
の
影
響
を
考

え
て
い
た
だ
く
こ
と
」「
老
朽
化
や

破
損
な
ど
に
よ
る
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
定
期
的
に
点
検
を
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
」な
ど
を
お
願
い

し
ま
す
。

問�

熊
本
県
県
北
広
域
本
部（
阿
蘇

地
域
振
興
局
）土
木
部

☎
２
２
・
１
１
１
９

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

は
、Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
病
気
で
、体
調
不
良
の
ネ
コ
、

イ
ヌ
等
の
動
物
か
ら
咬
ま
れ
感

染
を
お
こ
し
発
症
し
ま
す
。主
な

症
状
と
し
て
、発
熱
、頭
痛
、全
身

倦
怠
感
、消
化
器
症
状（
嘔
吐
、下

痢
）、神
経
症
状（
意
識
障
害
、け
い

れ
ん
）呼
吸
器
症
状
、出
血
性
症
状

で
、重
症
化
し
死
亡
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

動
物
を
飼
育
し
て
い
る
場
合
は
、

過
剰
な
ふ
れ
あ
い（
口
移
し
で
エ
サ

を
与
え
た
り
、布
団
に
入
れ
て
寝
る

等
）は
控
え
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、野

生
動
物
と
の
接
触
は
さ
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。動
物
に
触
っ
た

ら
必
ず
手
洗
い
を
行
い
、自
分
の

体
に
不
調
を
感
じ
た
ら
、医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
タ
バ
コ
の
煙
、大
事
な

人
に
吸
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

９
月
は
健
康
増
進
普
及
予
防
月

間
で
す
。身
近
な
健
康
問
題
で
あ

る
受
動
喫
煙
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

タ
バ
コ
か
ら
出
る
煙
や
吐
き
出

さ
れ
た
煙
を
周
り
の
人
が
吸
わ
さ

れ
る
こ
と
受
動
喫
煙
と
言
い
ま
す
。

タ
バ
コ
の
煙
に
は
二
百
種
類
以
上

の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、

有
害
物
質
が
体
に
吸
収
さ
れ
る
量

は
、受
動
喫
煙
の
ほ
う
が
タ
バ
コ

を
吸
っ
て
い
る
人
よ
り
も
多
い
事

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

体
に
は
次
の
よ
う
な
影
響
が
あ

り
ま
す
。

●�

目
の
痛
み
、鼻
づ
ま
り
、頭
痛
等

不
快
な
症
状
が
で
る
だ
け
で

は
な
く
、肺
が
ん
や
循
環
器
疾

患
の
リ
ス
ク
が
１
・
３
倍
上
が

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
国
立

研
究
開
発
法
人
国
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
）

●�

妊
婦
が
タ
バ
コ
を
吸
う
と
、お

腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
に
影

響
が
あ
り
、低
出
生
体
重
児

（
２
５
０
０
㌘
未
満
）が
生
ま
れ

や
す
く
な
っ
た
り
、流
産（
約
２

倍
）・
早
産（
約
１
・
５
倍
）の
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。（
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

�

●�

両
親
と
も
喫
煙
す
る
場
合
、喫

煙
し
な
い
場
合
に
比
べ
て
乳
幼

児
突
然
死
症
候
群
が
起
き
る
確

率
が
約
４
・
７
倍
と
高
く
な
り

ま
す
。（
厚
生
省
心
身
障
害
研
究

１
９
９
８
年
）

　

子
ど
も
の
周
り
で
喫
煙
す
る
と

病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
る
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

喫
煙
す
る
と
き
に
は
マ
ナ
ー
を

守
り
、自
分
の
大
切
な
家
族
や
周

り
の
人
の
事
を
考
え
、吸
う
場
所

や
時
間
帯
を
考
え
る
こ
と
で
お
互

い
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

く ら し の 情 報
i n f o r m a t i o n



● 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
へ
の
掲
載
内
容

　

�

名
称
、所
在
地
、電
話
番
号
、対

象
者
、活
動
内
容
、運
営
日
・
時

間
、定
員
、料
金
体
系
、対
象
エ

リ
ア
、そ
の
他
、サ
ー
ビ
ス
の
内

容
に
応
じ
て
、飲
食
の
提
供
の

有
無
、飲
食
の
持
ち
込
み
の
可

否
、送
迎
の
有
無
等

※
第
１
回
掲
載
分
９
月
29
日
㈮
締
切

問
阿
蘇
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
阿
蘇
市
社
会
福
祉
協
議

会
内
）生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

☎
３
２
・
５
１
２
２

防
災
意
識
を
高
め
よ
う
！

市
民
の
た
め
の
救
急
講
座

　

救
急
の
日（
９
月
９
日
）に
合
わ

せ
て
、救
急
医
療
及
び
救
急
業
務

に
対
す
る
市
民
の
理
解
と
認
識
を

深
め
る
た
め
、市
民
の
た
め
の
救

急
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　

９
月
13
日
㈬

　

午
後
６
時
～
８
時

●
と
こ
ろ　

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー

●
参
加
要
件

▽�

運
転
免
許（
小
型
特
殊
免
許
を

除
く
）を
有
す
る
人

▽�

阿
蘇
市
ま
た
は
産
山
村
に
、居

住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

▽�

運
転
記
録
証
明
書
・
Ｓ
Ｄ
カ
ー

ド
の
取
得
に
異
議
の
な
い
人

●
参
加
費
用

　

�

１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円（
運
転
記

録
証
明
書
取
得
代
金
３
名
分
）

※�

運
転
記
録
証
明
書
取
得
代
金
の

差
額
は
主
催
者
が
負
担
し
ま
す
。

●�

申
込
期
間　

　

10
月
２
日
㈪
～
10
月
31
日
㈫

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●
申
込
要
領

　

�

阿
蘇
警
察
署
内
事
務
局
に
備
え

付
け
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
載
の
う
え
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
実
行
委
員
会
事
務
局（
阿
蘇
警
察
署
内
）

☎
２
２
・
５
１
１
０

解
を
持
っ
た
家
庭
環
境
の
も
と
で

の
養
育
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。

　

一
般
の
方
向
け
の
里
親
制
度
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、里
親
の

こ
と
を
知
り
た
い
方
、里
親
に
少
し

で
も
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
申
込
不
要
）

　

日
程
が
合
わ
ず
参
加
で
き
な
い

方
も
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
個
別

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
と
き　

９
月
28
日
㈭

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

●
と
こ
ろ　
市
役
所
別
館
北
側
大
会
議
室

問
児
童
養
護
施
設
愛
隣
園

☎
０
９
６
８
・
４
３
・
２
７
７
３

セ
ー
フ
テ
ィ
・
ド
ラ
イ
ブ

コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

　

阿
蘇
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等

協
議
会
で
は
、「
無
事
故
・
無
違
反

１
２
０
日
運
動
」と
し
て
セ
ー
フ

テ
ィ
・
ド
ラ
イ
ブ
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
い
ま
す
。期
間
中
、無
事
故
無
違

反
を
達
成
し
た
チ
ー
ム
の
中
か
ら

抽
選
で
商
品
を
贈
呈
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間

　

11
月
１
日
～
２
月
28
日

● 

実
施
方
法　

１
チ
ー
ム
３
人

で
、期
間
中
の
無
事
故
・
無
違
反

に
挑
戦

都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

２
０
２
０
年
日
本
で
開
催
さ
れ

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
金
・
銀
・
銅

メ
ダ
ル
に
、不
要
と
な
っ
た
携
帯

電
話
等
に
含
ま
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル

材
を
活
用
す
る「
都
市
鉱
山
か
ら

つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。我
が
国
の
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の

取
り
組
み
を
国
際
的
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
と
も
に
、大
会
以
降
も
循

環
社
会
に
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

制
度
が
定
着
す
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

既
に
７
０
０
以
上
の
自
治
体
が

参
加
表
明
し
て
い
る
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
、阿
蘇
市
も
参
加
し
ま
す
。

　

市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー
に

２
０
１
９
年
３
月
ま
で
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
携
帯
電

話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
り
ま

し
た
ら
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
市
役
所
市
民
課
生
活
衛
生
係

☎
２
２
・
３
１
３
５

里
親
制
度
説
明
会
の
ご
案
内

　

里
親
制
度
と
は
、何
ら
か
の
事

情
に
よ
り
家
庭
で
の
養
育
が
困
難

ま
た
は
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
子

ど
も
に
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
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《9月の主な催し》����● 9/2 ㈯～ 3㈰　大阿蘇元気ウオーク
　　　　　　　　　　�● 9/3 ㈰　中江岩戸神楽定期公演
　　　　　　　　　　�● 9/10 ㈰　熊本のお菓子祭り in 阿蘇・旬菜家庭料理レストラン・第 4回あそ YOSAKOI（復幸）まつり
　　　　　　　　　　�● 9/24 ㈰　NHKのど自慢
《400mL 献血》�　●9/29 ㈮　スーパーみやはら内牧店　9:45 ～ 16:00

広
告

阿
蘇
ガ
イ
ド
養
成
講
座

の
受
講
生
募
集
！

　
「
阿
蘇
を
広
く
知
り
、深
く
学

ぶ
」こ
と
を
楽
し
む
講
座
で
す
。

　

修
了
要
件
を
満
た
し
、「
阿
蘇
ガ

イ
ド
」に
認
定
さ
れ
る
と
有
償
ガ

イ
ド
と
し
て
活
躍
で
き
ま
す
。阿

蘇
ガ
イ
ド
に
な
っ
て
、阿
蘇
を
訪

れ
る
多
く
の
人
々
に
そ
の
魅
力
と

奥
深
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●�

開
講
日

　

�

９
月
23
日
㈯
～
11
月
25
日
㈯
の

土
曜
日
と
日
曜
日

● 

受
講
料　

３
万
円（
大
学
生
は

１
万
円
）※
分
割
払
い
可�

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上

● 

応
募
締
切　

９
月
15
日
㈮

　

�

た
だ
し
、定
員（
30
名
）に
な
り

次
第
受
付
終
了

詳
細
は『
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

☎
３
４
・
２
０
８
９

第 4回
あそYOSAKOI（復幸）まつり

今年も阿蘇市の皆さまに「元気と
笑顔、感動」をお届けします！九
州各県から約 500 名の踊り子が市
内各地で舞い踊ります。ぜひお近
くの会場まで足をお運びください！

●とき　9 月 10 日日
●日程   9:30 ～ 阿蘇神社北側広場
　　　　　　　　　（九電跡地）　　
　　　　11:30 ～ 内牧コアラ跡地
　　　　　　　　　　　（メイン会場）
※ 踊り子が移動して各会場で演舞

します。また、天候などにより
内容・時間を変更する場合があ
ります。

問実行委員会事務局（佐藤）
　☎ 090-6897-5080

募 
集

日
常
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
団
体
を

募
集
し
ま
す

　

阿
蘇
市
で
は
、独
居
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
が
増
え
る
中
、在
宅

生
活
の
継
続
に
必
要
な
買
い
物
や

掃
除
等
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

日
常
生
活
上
の
支
援
や
高
齢
者
が

生
き
が
い
を
持
っ
て
参
加
で
き
る

活
動
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な

く
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、協

同
組
合
等
の
多
様
な
主
体
に
よ
る

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

よ
っ
て
、高
齢
者
等
が
地
域
で
安

心
し
て
在
宅
生
活
を
継
続
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
市
民
や
団
体
の
参
加

に
よ
る
幅
広
い
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、健
康

増
進
・
生
活
支
援
・
介
護
予
防
に
関

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
団

体
・
企
業
等
を
募
集
し
ま
す
。参
加

い
た
だ
い
た
団
体
・
企
業
の
情
報

は
市
民
の
皆
様
に
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
に

掲
載
し
ま
す
。

● 

対
象
サ
ー
ビ
ス

　

�

配
食
、家
事
援
助
、外
出
支
援
、

見
守
り
、安
否
確
認
、交
流
、憩

い
の
場
、介
護
支
援
、多
機
能
型

拠
点
、そ
の
他

●
内
容

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
コ
ー
ナ
ー
、講
演
会

●
参
加
費　

無
料

問
熊
本
県
医
師
会
業
務
Ⅰ
課

☎
０
９
６
・
３
５
４
・
３
８
３
８

楽
し
く
学
ぶ
エ
コ
講
義

　

環
境
省
が
主
唱
す
る
10
月
の
３

Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
、リ
ユ
ー
ス
、リ

サ
イ
ク
ル
）推
進
月
間
に
ち
な
み
、

児
童
を
対
象
に「
楽
し
く
学
ぶ
エ

コ
講
義
」を
開
催
し
ま
す
。一
緒
に

環
境
の
こ
と
を
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き　

10
月
15
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
受
付�

９
時
開
会

● 

と
こ
ろ　

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

● 

対
象　

小
学
生（
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
）

●
内
容

①�

講
義

▽
テ
ー
マ�

『
木
の
不
思
議
、木
の

　

魅
力
に
つ
い
て
』

▽
講
師�

熊
本
大
学
田
口
浩
継
教
授

　

簡
単
な
実
験
、観
察
、工
作
を
通

　

し
て
学
び
ま
す
。

②�

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ（
茶
殻
ク
ッ
キ
ー
）

▽�

定
員　

30
人（
多
い
場
合
は
抽
選
）

▽�

持
参
品　

筆
記
用
具
、エ
プ
ロ

ン
、三
角
巾（
代
用
品
可
）

※
保
護
者
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い

● 

申
込　

市
役
所
市
民
課
ま
た
は

各
支
所（
申
込
用
紙
あ
り
）

☎
２
２
・
３
１
３
５

●
申
込
期
限　

９
月
29
日
㈮

特
設
行
政
相
談
所

　

全
国
一
斉「
行
政
相
談
週
間
」に

合
わ
せ
て
、行
政
相
談
委
員
に
よ

る
一
日
特
設
相
談
を
開
催
し
ま

す
。行
政
に
関
す
る
意
見
、要
望
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き　

10
月
17
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　

市
役
所
二
階
会
議
室

●
行
政
相
談
委
員

▽
井　

重
男

☎
２
２
・
３
７
９
０

▽
小
野
眞
由
美

☎
３
２
・
２
８
１
２

▽
岩
下
哲
郎

☎
２
４
・
２
６
２
０

※
行
政
相
談
委
員
へ
の
電
話
相
談

な
ど
は
、い
つ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問
市
役
所
総
務
課
総
務
係

☎
２
２
・
３
１
１
１

地
域
づ
く
り
講
演
会
開
催

の
お
知
ら
せ

　

テ
レ
ビ
タ
ミ
ン
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
お
馴
染
み
の『
歌
う

催 

し
相 

談

講 

座

マ
マ
防
災
士
』柳
原
志
保
さ
ん
に

よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

住
民
視
点
の
防
災
と
地
域
連
携

の
大
切
さ
、日
常
備
蓄
の
必
要
性

な
ど
に
つ
い
て
柳
原
さ
ん
に
お
話

し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
12
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
受
付�
２
時
開
会

●�

と
こ
ろ　

農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
内
牧
）

●
演
題　
地
域
で
考
え
る
自
主
防
災
！

●
講
師　

柳
原
志
保
氏

●
入
場　

無
料

● 

主
催　
阿
蘇
市
地
域
づ
く
り
協
議
会

● 

共
催　

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館

問
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
課

☎
２
２
・
３
３
１
８

第
21
回
観
月
茶
会

　

中
秋
の
名
月
を
鑑
賞
し
な
が

ら
、御
前
水
で
点
て
た
お
茶
と
心

地
良
い
音
楽
を
楽
し
む
阿
蘇
観
月

茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　

９
月
30
日
㈯

　

午
後
５
時
30
分

●�

と
こ
ろ　

農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
内
牧
）

● 

お
茶
券　

１
枚
３
０
０
円

　
（
同
伴
の
小
・
中
学
生
は
無
料
）

※�

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
18
時
50

分
か
ら
。福
井
悠
子
さ
ん
と
そ
の

仲
間
に
よ
る『
童
話
宅
急
便
』

問
阿
蘇
市
文
化
協
会
事
務
局（
小
嶋
）

☎
３
２
・
３
２
１
８
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

家
の
手
つ
だ
い

　
　  

山
田
小
学
校
六
年
　
阿
部 

航こ
う
だ
い大

　

地
震
が
お
き
、ぼ
く
の
家
の
裏
山
の

が
け
く
ず
れ
が
心
配
な
の
で
ぼ
く
は
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
泊
ま
っ
て
い
ま
し

た
。朝
か
ら
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

「
早
く
起
き
ん
か
い
」

と
言
っ
た
の
で
起
き
ま
し
た
。い
と
こ

も
泊
ま
っ
て
い
た
の
で
一
緒
に
起
き
ま

し
た
。起
き
た
と
き
、時
計
を
見
た
ら

七
時
で
し
た
。朝
ご
飯
が
も
う
つ
い
で

あ
っ
た
の
で
、食
べ
ま
し
た
。食
べ
て
い

る
と
き
に
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
行
っ
と
る
け
ん
、行
き

な
っ
せ
。」

と
言
わ
れ
た
の
で
、牛
養
い
を
し
に
行

き
ま
し
た
。家
の
牛
小
屋
に
行
き
ま

し
た
。そ
こ
に
は
い
な
か
っ
た
の
で
、

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
離
れ
た
畜
舎

に
早
く
行
っ
て
手
伝
お
う
と
思
っ
て
、

走
っ
て
行
き
ま
し
た
。す
る
と
そ
こ
に

お
に
い
ち
ゃ
ん
が
い
ま
し
た
。わ
ら
を

牛
に
あ
げ
ま
し
た
。お
に
い
ち
ゃ
ん
が

八
頭
く
ら
い
、も
う
あ
げ
て
い
た
の
で
、

ぼ
く
は
残
り
の
三
頭
に
わ
ら
を
あ
げ
ま

し
た
。牛
は
す
ぐ
や
っ
て
き
て
牛
は
お

な
か
が
す
い
て
い
た
み
た
い
で
、ぱ
く

ぱ
く
と
早
く
食
べ
て
い
ま
し
た
。牛
養

い
が
終
わ
る
と
、お
兄
ち
ゃ
ん
が

「
地
震
で
こ
わ
れ
た
物
を
出
さ
な
ん
ば

い
。お
兄
ち
ゃ
ん
を
手
伝
っ
て
。」

と
言
わ
れ
た
の
で
、ぼ
く
は
、

「
う
ん
。」

と
言
い
ま
し
た
。お
兄
ち
ゃ
ん
が
ト

ラ
ッ
ク
を
借
り
て
き
て
い
た
の
で
、そ

れ
に
地
震
で
出
た
ゴ
ミ
を
載
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。こ
わ
れ
た
茶
わ
ん
や
こ

わ
れ
た
タ
ン
ス
な
ど
い
と
こ
と
お
兄

人 権 作 文 平成28年度 阿蘇市人権作文集「かけはし」より ※学年は平成28年度時点。

ち
ゃ
ん
と
三
人
で
の
せ
ま
し
た
。二
ト

ン
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
載
せ
て
も
ま
だ

全
部
の
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
ま
だ
、あ
る
ね
。」

と
お
兄
ち
ゃ
ん
が
い
っ
た
の
で
ぼ
く

は
、全
部
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
と
思
っ

た
の
で

「
ま
だ
が
ん
ば
ら
な
ん
ば
い
。」

と
言
い
ま
し
た
。三
人
で
そ
の
ゴ
ミ
を

阿
蘇
市
立
体
育
館
に
持
っ
て
行
き
ま
し

た
。ゴ
ミ
捨
て
場
を
見
て
み
る
と
ご
み

の
大
き
な
山
が
で
き
て
い
て
、木
ぎ
れ

が
一
番
多
か
っ
た
で
す
。い
っ
ぱ
い
ゴ

ミ
が
あ
っ
た
の
で
地
震
で
た
く
さ
ん
の

被
害
が
あ
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。お
兄
ち
ゃ
ん
が

「
さ
あ　

ゴ
ミ
を
下
ろ
す
ば
い
。」

と
言
っ
た
の
で
、

「
よ
し
！
が
ん
ば
ろ
う
。」

と
い
い
ま
し
た
。お
兄
ち
ゃ
ん
は
木
の

ゴ
ミ
を
下
ろ
し
て
、ぼ
く
た
ち
は
そ
れ

を
一
緒
に
手
伝
い
ま
し
た
。ト
ラ
ッ
ク

か
ら
全
部
下
ろ
し
ま
し
た
。下
ろ
し
た

ご
み
を
分
別
す
る
と
、重
い
の
も
あ
っ

た
の
で
、と
て
も
大
変
で
し
た
。終
わ
っ

た
と
き
い
と
こ
が
、

「
き
つ
か
っ
た
。」

と
言
い
ま
し
た
。お
兄
ち
ゃ
ん
が
、

「
帰
る
ば
い
。」

と
言
っ
た
の
で
家
に
帰
り
ま
し
た
。家

に
帰
る
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
た
の
で
、

「
む
こ
う　

い
っ
ぱ
い
ゴ
ミ
が
あ
っ
た

ば
い
。」

と
言
う
と
、ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
ま
だ
家
に
も
あ
る
け
ん
運
ば
な
ん
ば

い
。」

と
言
い
ま
し
た
。次
に
、ゴ
ミ
を
載
せ
る

の
を
手
伝
っ
て
、運
ぶ
の
は
お
姉
ち
ゃ

ん
と
二
番
目
の
い
と
こ
が
行
き
ま
し

　
今
回
の
地
震
で
、
多
く
の
子

が
地
震
当
日
の
こ
と
に
つ
い

て
、
日
記
な
ど
に
書
い
て
き
ま

し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
そ
の
被

害
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
本
文
中
の
「
お
兄

ち
ゃ
ん
」
は
航
大
君
の
お
じ
に

あ
た
る
方
で
、
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
親
し
く
し
て
い
る
間
柄
だ
そ

う
で
、
そ
う
呼
ん
で
い
る
そ
う

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
つ
づ
り
で

も
牛
養
い
な
ど
家
の
お
手
伝
い

な
ど
に
つ
い
て
も
書
い
て
き
ま

し
た
。
航
大
君
は
将
来
農
業
の

仕
事
に
従
事
し
た
い
と
い
う
夢

が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
綴
り
を
通
し
て
、
ク

ラ
ス
の
中
で
も
友
達
の
生
活
と

自
分
を
重
ね
る
活
動
を
し
て
、

お
互
い
を
さ
ら
に
知
り
合
え
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

広
告

た
。ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
ゴ
ミ
捨
て
場

に
行
き
ま
し
た
。ト
ラ
ッ
ク
の
中
で
は

あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
か
っ
た
の
で
車
の

ブ
ー
ン
と
い
う
音
だ
け
が
し
て
い
ま
し

た
。ゴ
ミ
捨
て
場
で
全
部
ゴ
ミ
を
下
ろ

し
ま
し
た
。お
兄
ち
ゃ
ん
が
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
た
の
で
、

「
う
ん
」

と
言
い
ま
し
た
。そ
し
て
家
に
帰
っ
て

お
姉
ち
ゃ
ん
と
い
と
こ
の
四
人
で
遊
び

ま
し
た
。

カルデラ暮らし
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阿蘇ジオパーク推進協議会
〒 869-2221�熊本県阿蘇市赤水 1930 番地 1�阿蘇火山博物館内�
TEL:�0967-34-2089�FAX:�0967-34-2090
公式ウェブサイト：http://www.aso-geopark.jp/　フェイスブック：https://www.facebook.com/AsoGeopark/

再認定審査
　８月２日から４日にかけて日本ジオパークネット
ワークの再認定審査が行われました。
　阿蘇地域は、既にユネスコ世界ジオパーク
(２０１４年 )の認定を受けていますが、地域の遺産を
保全・活用し、未来につなぐための活動ができているか
４年に一度の再認定審査を受ける必要があります。今
回の日本ジオパークネットワークの再認定審査は、来
年予定されているユネスコ世界ジオパークの再認定審
査に際し好ましい状態であるかを確認するための国内
審査でもあります。
　冒頭阿蘇市役所で、阿蘇ジオパーク推進協議会事務
局が、これまでの全体的な取組み状況や運営体制など、
現況を説明しました。その後、中岳火口周辺や阿蘇神
社、日本リモナイト阿蘇工場等を訪れました。

審査の様子
◆中岳火口
　気象庁や京都大学火山研究センター、阿蘇火山防災
会議協議会の協力のもと、安全装備を着用し、火口周辺
の立入調査を行いました。昨年の爆発的噴火の影響や、
現在の復旧状況を確認していただきました。

◆阿蘇神社
　阿蘇神社では、地震後
の状況やジオガイドが
案内の支援を行ってい
ることを説明しました。
現在、駐車場内のガイド
待機所にはジオガイド
が常駐していますので、
阿蘇ジオパークの情報もここから毎日発信されています。

ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　

ジオパークは、地球の活動が
つくりだす大地、そこで育ま
れる生きものや恵み、それら
を人々が活用し築きあげる
文化を、観て、遊んで、味わ
い、地球と私たちの暮らしの
『つながり』を知り、地球とよ
り良く暮らすことを考える
きっかけとなる場所です。

日本ジオパークネットワークの再認定審査が行われました！

文化
暮らし

生きもの大地
(地形・地質）

阿蘇ユネスコジオパークの　　　な話題をお届け。

◆阿蘇黄土
　日本リモナイト
阿蘇工場では、資源
（リモナイト）を環
境負荷が少ない形
で有効に利用し、教
育面でも活用を進
めていることの説
明がありました。ジュニアジオガイド講座によるリモ
ナイトを使った実験も見学していただき、審査員の先
生方も興味津々な様子でした。

総括
　最後に、三日間の現地審査について審査員の先生方
から講評をいただきました。ジオガイドの創意工夫や
楽しく伝えようとする姿勢が伝わり、以前よりスキル
アップしていることや、NPO法人ASO田園空間博物
館の地域に対する取組みなどが評価点として挙げられ
ました。
　また、今後の改善点として、外国人を雇用するなど事
務局体制を充実させることや、阿蘇地域最大の特徴で
あるカルデラ地形について、さらに科学的な根拠とス
トーリーをもって活動してほしいなどのアドバイスを
いただきました。
　日本ジオパークネットワーク再認定審査の結果は、
9月 27日㈬に発表される予定です。

阿蘇神社での説明

ジュニアジオガイド講座の様子

日本ジオパーク審査委員会から派遣された審査員

WebTV アソ
動 画
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●阿蘇・一の宮地区（9 月 1 日金・10 月 6 日金）

西役犬原公民館　　  9:40 ～ 10:00
　　▼
竹原公民館　　　　10:05 ～ 10:25
　　▼
坊中公民館前　　　10:35 ～ 10:55
　　▼
佐伯商会前　　　　11:00 ～ 11:10
　　▼
赤水駅前　　　　　11:30 ～ 11:50
　　▼
宮本酒店前　　　　11:55 ～ 12:15
　　▼
坂梨公民館　　　　15:00 ～ 15:20
　　▼
古城公民館　　　　15:30 ～ 15:50

波野保健福祉センター　11:40 ～ 12:00

Aso Library News図書館へ行こう！
問阿蘇図書館 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916 http://www.aso-lib.jp/

library informationお 知 ら せ

bookmobile移動図書館

●波野地区（9 月 12 日火・10 月 17 日火）

広
告

借金、離婚、相続、遺言、交通事故、刑事･･･など、ひとりで悩まずお気軽にご相談下さい。

受付時間：平日９時～１７時１５分　ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３　※完全予約制です。

※経済的に余裕がない方は、法テラスの無料法律相談

制度をご利用になれることがあります。

法律相談料が変わりました。

・初回相談が、３０分まで無料になりました！

・初回３０分超また２回目以降は３０分３５００円です。

※経済的に余裕がない方は、法テラスの無料法律相談

制度をご利用になれることがあります。お問合せ下さい。

阿蘇地域に根ざした法律事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

熊本県弁護士会所属
弁護士　森　あい（もり　あい）

熊本県弁護士会所属
弁護士　森　あい（もり　あい）

おはなしアップルのおはなし会
おはなしボランティアアップルのおはなし会
を開催！皆さん、ぜひご参加ください。
●と　き　9 月 9 日土 　午後２時から
●ところ　阿蘇図書館おはなしコーナー

新 刊 案 内 just published

※�天候や道路状況により巡回を中止することもありま
すのでご了承ください。

「スキンシップの遊び」「ボールを
使った遊び」など、楽しい遊び全
120 種を収録した、高齢者レク
レーションの決定版。リハビリと
しての根拠から、準備や進行の手
順、盛り上げるコツまでをイラス
トを交えて徹底解説する。

『遊びリテーション大全集』

三好 春樹／監修
（講談社）

“窓ぎわ同心”藤木紋蔵の養
子・文吉は御家人になり、あ
る縁から大名家に日参、そこ
で 650 石取りの娘に見初め
られる。文吉は婿になる前に、
3年の間京へ修行に向かった
はずだったが…。

『敵討ちか主殺しか』

佐藤雅美／著
（講談社）

ご利益が伝えられている八起
稲荷神社の門前町、八起稲荷
商店街は、歩くだけでもいい
ことがあるように思える -。
あたたかい人情を描いて感動
を呼ぶ連作短編。

『5 分で涙があふれて止まらないお話』

志賀内 泰弘 / 著
（PHP 研究所）

情報を視覚的に伝える「イン
フォグラフィックス」の手法
を使った、新しいタイプのサ
イエンスシリーズ。基本知識
からトリビアまで、宇宙にま
つわる 100 のトピックを選
んでわかりやすく図解する。

『宇宙について知っておくべき１００のこと』

竹内 薫／訳・監修
（小学館）

移動図書館に関するお問い合わせは、阿蘇図書館
（☎ 32-0067）にお願いします。

Aso Medical Center

地域医療！ 蘇 医 療 セ阿 通
ン タ ー

信阿蘇医療センター
〶 869-2225 阿蘇市黒川 1266
☎ 34-0311 ／Ⓕ 34-2273 #23

地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
　
診
療
実
績
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●外来患者数の推移
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●入院患者数の推移
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成26年度 平成27年度 平成28年度

●救急患者数の推移
（人）

（人）

（人）

外来患者数 入院患者数 救急患者数 病床稼働率 平均在院
日数 紹介率 逆紹介率 手術件数 カテーテル

検査実施件数
26 年度 39,821 人 18,528 人 3,449 人 42.3％ 23.1 日 26.6％ 24.1％ 63 件 33 件

27 年度 42,669 人 29,229 人 4,032 人 66.6％ 21.0 日 26.2％ 26.3％ 164 件 42 件

28 年度 50,136 人 35,693 人 5,342 人 81.5％ 18.1 日 33.7％ 26.3％ 184 件 63 件

CT 撮影 MRI 撮影 透析件数 リハビリ単位数 臨床検査数 内視鏡検査数 超音波検査数 人間ドック

26 年度 2,337 件 1,022 件 4,613 件 20,007 件 55,196 件 345 件 992 件 18 件

27 年度 3,364 件 1,959 件 4,667 件 44,347 件 71,642 件 702 件 1,380 件 47 件

28 年度 4,540 件 2,231 件 6,059 件 47,727 件 94,519 件 772 件 1,517 件 74 件

　

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、地

域
医
療
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、患
者
の
視
点
に
立
っ
た
医

療
の
提
供
を
実
践
し
、地
域
住
民

の
方
々
の
健
康
維
持
と
福
祉
の
向

上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、平
成
28
年
度
の
実
績

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。開

院
３
年
を
経
過
し
、当
院
の
提
供

す
る
医
療
が
住
民
及
び
地
域
の
医

療
機
関
へ
の
理
解
が
進
み
始
め

た
こ
と
や
、熊
本
地
震
で
の
交
通

事
情
等
の
影
響
な
ど
で
、患
者
数

等
が
増
加
し
、こ
れ
に
あ
わ
せ
た

検
査
件
数
等
も
増
加
し
て
お
り
ま

す
。今
後
も
適
切
な
医
療
の
提
供

が
で
き
る
よ
う
、医
療
従
事
者
の

確
保
等
を
引
き
続
き
行
い
、受
け

入
れ
体
制
の
充
実
を
進
め
ま
す
。



  夫　　　・　　　妻　　　　　（行政区）

結 婚米 寿

岩田 富雄
児玉 キヨ子
内牧 チエ
小嶋 フキ子
上村 順子
坂田 正行
小島 明男
丸野 堪子
藏原 政利

(古神2区)
(西2区)
( 乙 姫 )
(内牧2区)
(内牧2区)
( 浜 川 )
(西湯浦)
(南宮原)
(北2区)

鳴川 ミヨ子
渡邉 敏幸
佐藤 ミツ子
川瀬 久子
藤本 ケサヨ
岡本 美代子
塚本 公
永野 ヤエ子

( 馬 場 )
(東仲町)
(下西河原)
(元黒川)
( 乙 姫 )
(古神2区)
(下西黒川)
( 湯 浦 )

氏名（行政区） 氏名（行政区）

寄 付
【阿蘇市社会福祉協議会（香典返し）】

寄付者
飯島 隼人
後藤 順三
吉岡 章一
中西 栄子
坂梨 千秋　
相坂 京子
廣瀬 秀徳
松本 敏幸
上田 ふみ子
吉良 スミ子
鶴本 誠次郎
市原 豊一
吉田 清信

（行政区）
(東2区)
(古神1区)
(西井手)
(内牧2区)
(内牧4区)
( 山 田 )
( 山 田 )
( 乙 姫 )
(狩尾1区)
(狩尾2区)
( 的 石 )
( 中 道 )
(北九州市)

物故者
シズミ
通
悦子
一郎
直子
一
ツギ子
タミ子
教治
治省
マキエ
喜世子
山部 ノブ子

続柄
亡母
亡父
亡妻
亡夫
亡母
亡夫
亡母
亡母
亡夫
亡夫
亡母
亡妻
亡母

赤ちゃん

（昭和 4 年 8 月生まれ）

（7 月 31 日受付分まで）

（7 月 31 日受付分まで）

（7 月 31 日受付分まで）

赤ちゃん 誕生日 パパ・ママ  (行政区)
髙田 雄

お と

翔くん

松本 大
た け る

尊くん

嶋田 潤
う る は

葉ちゃん

今村 美
み わ

巴ちゃん

小野 大
た い せ い

誠くん

石坂 愛
ま な

夏ちゃん

下村 竜
り ゅ う た ろ う

太郎くん

宮本 菜
な な え

々恵ちゃん

村山 琥
こ う

皇くん

渡邉 結
ゆ う と

友くん

6月28日

6月29日

7月3日

7月3日

7月11日

7月15日

7月16日

7月17日

7月19日

7月21日

(内牧4区)

(元黒川)

(古神3区)

(古神3区)

(小野田町)

( 成 川 )

(分1区)

(元黒川)

( 折 戸 )

(分2区)

雄 大

大 志

和 樹

直 輝

大 樹

夏 彦

憲 一

亮 平

崇 史

絋 平

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

千 尋

さつき

彩

麻 衣

誠 香

久美子

綾 香

幸 江

しのぶ

咲
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（2017 年 7 月 31 日時点）
人口 （男性） （女性） 世帯

人数・世帯数 26,885 人 12,734 人 14,151 人 11,409 世
帯

前月比 46 人 減 26 人 減 20 人 減 7 世帯 増

出生 死亡 転入 転出

10 人 36 人 77 人 91 人

人の動き

※�本ページ内の氏名は敬称を省略させていただいています。また、各情報は希望者のみ掲載しています。

（7/1 ～ 7/31）

後藤 悠太
前田 智彦
小島　俊之
高橋 瑠貴也

・
・
・
・

野上 沙紀
小池 めぐみ
浅海　愛
岩本 理映子

(東1区)
(古城5の2区)
( 原 口 )
(元黒川)

塗装・防水工事・メンテナンス

株式会社

〒869-2302

熊本県阿蘇市三久保448番地22

web    http;//www.aso-inoue.com/

E-mail info@aso-inoue.com

塗装内容

（屋根・壁・破風板・軒天・デッキ・塀・他）

防水内容

（雨漏れ調査・屋上・ベランダ・コーキング・他）

広
告

相 談

●９月　５日㊋　７～８カ月児健診　H29.1 生

●９月１２日㊋　４カ月児健診　H29.4.16 ～ 5.15 生
　　　　　　　　もうすぐ１歳健診　H28.10 生

●９月１９日㊋　３歳児健診　H26.2 生

●９月２６日㊋　１歳６カ月児健診　H28.1 生

●９月　３日㊐　阿蘇温泉病院　　　☎ 32-0881
●９月１０日㊐　市原胃腸科外科　　☎ 34-1211
●９月１７日㊐　一の宮整形外科　　☎ 22-3911
●９月１８日㊊　松見内科クリニック　☎ 22-0260
●９月２３日㊏　脇胃腸科　　　　　☎ 32-2500
●９月２４日㊐　坂梨ハートクリニック　☎ 24-6262
●１０月１日㊐　たくもと小児科クリニック　☎ 34-2202

在宅医

健 診

心配ごと相談
● 9 月 7 日㊍・21 日㊍ 9:30 ～ 12:00 阿蘇保健福祉センター
 問阿蘇市地域包括支援センター ☎ 32-5122
法律相談（民事・家事・刑事等に関すること）
● 9 月 7 日㊍ 9:30 ～ 12:00 阿蘇保健福祉センター
 問阿蘇市地域包括支援センター ☎ 32-5122
年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
●９月 4 日㊊・14 日㊍ 一の宮保健センター
●９月11日㊊・25日㊊ 農村環境改善センター(内牧）
※時間はいずれも 10:00 ～ 15:00 
 問熊本東年金事務所 ☎ 096-367-2503
消費生活相談
● 9 月 6 日㊌・20 日 ㊌ 10:00 ～ 15:00 内牧支所
 問阿蘇市生活相談センター ☎ 22-3364
認知症カフェ（相談や悩みを語り合える憩いの場）
● 9 月 6 日㊌ 10:00 ～ 13:00 阿蘇保健福祉センター
● 9 月 7 日㊍ 10:00 ～ 13:00 一の宮高齢者センター
 問阿蘇市地域包括支援センター ☎ 32-5122
障がい者相談（就業・生活）
● 9 月 19 日㊋ 10:00 ～ 12:00 阿蘇市役所
 問市役所福祉課 ☎ 22-3167
あそ若者就労相談会
● 9 月 11 日㊊・25 日㊊ 10:00 ～ 16:00 ハローワーク阿蘇
 問たまな若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ ☎ 0968-74-0007

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●９月　６日㊌　よーいドン !（かけっこをしよう）
●９月　９日㊏　波野保育園の運動会に参加しよう
●９月１３日㊌　お月見団子を作ろう
●９月２０日㊌　うぶやま牧場で遊ぼう
●９月２７日㊌　親子ビクスに参加しよう
●１０月４日㊌　お外で遊ぼう
すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●９月　４日㊊　高校生とのふれあい授業
●９月　５日㊋　プール納め
●９月　７日㊍　運動遊び
●９月１２日㊋　ハンドメイドの日
●９月１４日㊍　消防署へ行こう
●９月１９日㊋　砂場で遊ぼう
●９月２１日㊍　染色をしよう
●９月２６日㊋　園庭で遊ぼう
●９月２８日㊍　誕生会・計測日
●１０月３日㊋　ミニ運動会の準備をしよう
●１０月５日㊍　ミニ運動会
ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●９月　４日㊊　かけっこや体操をしよう
●９月　６日㊌　ぴよぴよわいわい運動会
●９月１３日㊌　計測日・お月見コンサート・お団子作り
●９月２０日㊌　誕生会・お話会・体験試食会
●９月２１日㊍　りんご狩りに行こう
●９月２７日㊌　親子ビクス
●９月２８日㊍　人形劇鑑賞会（りとるべあ）
さくらんぼ広場 ( あそひかり幼稚園内 ☎ 22-0089）
●１０月１日㊐　かけっこに参加しよう（運動会）
Ｙっ子広場 ( 熊本 YMCA 黒川保育園内 ☎ 34-0402）
●９月１６日㊏　運動会に参加しよう
●９月２１日㊍　親子ふれあい遊び
ポッポ広場 ( 阿蘇中央幼稚園内「南教室」 ☎ 32-3643）
●９月　４日㊊　運動遊び
●９月　８日㊎　大きい紙に絵を描こう
●９月１１日㊊　親子ふれあい体操
●９月２２日㊎　砂場で遊ぼう
●９月３０日㊏　運動会に参加しよう
●１０月４日㊌　好きな遊びをしよう
さぽさぽ広場 ( 古城保育園内 ☎ 22-0380）
●９月　５日㊋　手作りふりかけでおにぎり作り
●９月１２日㊋　手話教室
●９月１９日㊋　運動会ごっこ

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

※診療時間 : 午前 9時～午後 5時
※受診の際は必ず保険証をご持参ください。

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

く ら し カ レ ン ダ ー＆お 慶 び ご 寄 付

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約
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台湾の学生が阿蘇の魅力を発信
阿蘇・台湾交流推進事業

熊
本
地
震
か
ら
１
年
が
経
過
し
、

少
し
ず
つ
で
す
が
外
国
か
ら

阿
蘇
へ
の
旅
行
者
数
も
増
え
て
い
ま

す
。し
か
し
な
が
ら
、震
災
前
と
比
べ

る
と
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

 

こ
の
よ
う
な
中
、Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間

博
物
館
で
は
、台
湾
及
び
ア
ジ
ア
圏
に

向
け
て
阿
蘇
の
情
報
を
発
信
し
、今
後

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
、台
湾
の
淡
江
大
学
と
連

携
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
事
業『
阿
蘇
・
台

湾
交
流
推
進
事
業
』を
行
い
ま
し
た
。

期
間
は
７
月
18
日
か
ら
の
２
週
間
で
、

阿
蘇
火
山
博
物
館
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
の
女
子
大
生
２
名
は
、

両
施
設
の
案
内
資
料
の
翻
訳
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
発
信
の
他
、Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間

博
物
館
が
阿
蘇
市
の
地
域
団
体
や
住

民
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト『
手
野
地
区
の
名
水
を
使
っ
た
そ

う
め
ん
流
し
』や『
波
野
楢
木
野
地
区

の
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
』を
体
験
し
ま
し

た
。そ
の
他
に
も
、『
御
田
祭
』や
手
野

民
泊
な
ど
阿
蘇
の
伝
統
的
な
お
祭
り

の
体
験
を
通
し
て
阿
蘇
の
人
々
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
２
週
間
、彼
女
達
が
実
際
に
阿

蘇
で
体
験
し
た
こ
と
、阿
蘇
の
人
々
の

生
活
に
触
れ
て
感
じ
た
こ
と
を
綴
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

楊
ヨウ

　安
ア ン チ

祈　（ニックネーム：アンジー）

　阿蘇でのインターンが 1 週間過ぎました。私はこの
山紫水明（自然の風景が清らかに美しいこと）の場所
がだんだん好きになりました。なぜなら、ここは夏に
色々な野外活動ができるこの上なく良い避暑地です。
　大きい地震が発生したにもかかわらず、皆さんは阿
蘇のことをあきらめずにベストを尽くしていて本当
に素晴らしいです。初日に行った大観峰と阿蘇神社か
ら今日の国造神社の御田祭まで、阿蘇の自然や文化を
学べば学ぶほどより好きになります。特に手野地区で
の初めて流しそうめんを食べるという経験が心に深
く残りました。
　阿蘇にいるのも残りわずかですが、精一杯阿蘇のこ
とを世界に発信していきたいと思います。

彼
女
達
の
目
に
新
鮮
に
映
っ
た
よ

う
に
、私
た
ち
が
住
む
阿
蘇
に

は
、普
段
私
た
ち
が
当
た
り
前
に
感
じ

て
い
る
日
常
も
、外
か
ら
来
た
人
た
ち

に
は
非
日
常
的
に
映
る
よ
う
で
す
。既

に
溢
れ
ん
ば
か
り
の
素
晴
ら
し
い
魅

力
が
あ
り
、ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
ざ
る
魅

力
が
隠
れ
て
い
ま
す
。Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空

間
博
物
館
で
は
、名
所
・
旧
跡
・
文
化
・

自
然
等
の
後
世
に
引
き
継
ぐ
べ
き
そ

の
魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
、地
域
の
方

と
共
に
発
掘
し
、守
り
、た
く
さ
ん
の

方
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。皆
様
も
私
た
ち
と
共
に
阿
蘇

の
魅
力
を
日
本
中
に
、そ
し
て
世
界
へ

と
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ど、見る物全てがいままでに見たことのないもので
す。国造神社は古く、伝統的で比較的小さい神社なの
で、このイベントに参加している多くの方々が地元の
人です。なので、その事が、このイベントをより特別
で、温かいものにしていると私は思います。
　阿蘇は本当に、魅力を発掘していく価値のある場所
です。台湾ではこれほど多くの伝統的な文化や景色を
見る機会がありません。現代社会では日常や仕事の過
大なプレッシャーから逃れるために多くの人が旅行
をするので、阿蘇はその目的を果たす為に最高の場所
だと思います。素晴らしい時間をここ、阿蘇で過ごし
たので、また近いうちに戻ってきたいと思います。
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　私たちの阿蘇でのインターンシップが始まり１週
間以上が過ぎました。ここ阿蘇での経験は、これまで
に私が経験した事とは間違いなく異なっています。
　私がこれまでに訪れたことのある場所は日本の大
都市のみだったので、阿蘇のような日本の田舎にとて
も感銘を受けました。道の駅のスタッフのみならず、
ここで出会う全ての人達が私達にとても親切にして
くれます。皆さんが私達を歓迎してくださり、多くの
阿蘇の大自然や伝統的なライフスタイルを見せてく
れました。これらの期間に、私達は多くの地元の料理
を食べました。素晴らしい環境で育ったものだからか
食べる物全てが本当に美味しいです。
　さらに、私は阿蘇火山博物館で阿蘇の火山について
の知識を増やすことができ、火山がどのように人々の
生活に影響を及ぼしているのか理解が深まりました。
　日本に何度も来ているにもかかわらず、これまで日
本の伝統的な文化に愛着を持ったことはありません
でした。しかし今回、国造神社の御田祭に参加する機
会に恵まれました。台湾にも豊作を祈る、似たような
行事が幾つかあります。でもやり方が違います。台湾
はパレードが行われる間、爆竹が多く使われます。で
も阿蘇ではより静かで厳粛さがありました。今日見
た、お神輿や伝統的な服を着た馬に乗っている人々な

　�1.�阿蘇火山博物館でのインターンシップ
　2. 草千里で乗馬体験　
　3.�阿蘇ネイチャーランドのマゼノ渓谷源流トレッキ
　　ング体験
　4. 波野楢木野地区のジャガイモ掘り
　5. 手野地区の名水を使った流しそうめん
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熊本YMCA黒川保育園 勤務

趣味　美味しいものを食べること　　特技　陸上

好きな言葉　笑顔

好きな人のタイプ　笑顔が絶えない人

阿蘇の好きなところ　�水がおいしい

仕事の内容　幼児保育

仕事で日頃から心がけていること　�子どもたちに笑顔で接すること

阿蘇市で働く元気な若者を紹介！

フレッシュマン
さわやか

フレッシュマン

釣
つるい
井　健

たけし

さん（22 歳） 住所 : 宮地

一言コメント　�0～ 5歳児の子どもたち116人と過ごしています。子どもたちの元気な笑顔は働く力です。男性が少ない
職場ですが、優しい先輩の指導で保育ができます。子どもたちの成長を見れることが職場の魅力です。

阿蘇市で働く元気なフレッシュマンを募集しています！自薦他薦は問いません。
[ 対象 ] ①阿蘇市民 ②阿蘇市内で働く人 ③仕事を始めて５年以内 ④おおむね 30 歳未満の男女
[ 問い合わせ ] 総務課秘書広報係 ☎ 22-3111 （メール）pr@city.aso.lg.jp

WebTV アソ
動 画
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阿蘇中央の「旬」伝えます
～この１年間奇数月に合計６回阿蘇中央高校の活動状況をお届けします～

～本校5学科のうち3学科を紹介します～

社会福祉科 福祉・介護・家庭・保育について学ぶ学科です

普通科

 第二弾

進路目標に対応し、夢の実現を可能にする学科です

「学科紹介」

調理実習

総合ビジネス科 会計・情報・流通について学ぶ学科です

　社会福祉科では人の幸せな暮らしを支える「福祉」について学びます。人を支援する上で必要となる思
いやりの心を育み、コミュニケーション力を高めることができます。また、介護実習や保育園実習を通し
て実践力を身に付けることができます。

　総合ビジネス科では、商業に関する社会人としてビジネスマナー「おもてなしの心」を身に付
け、人と人とを繋ぐビジネスリーダー「コミュニケーション能力」を育成します。
　商業の基盤・基本となる簿記会計や情報処理技術を学び、資格取得や販売実習を通して実践的
な知識や技術を習得することができます。

・�介護福祉類型では、介護福祉
国家資格を取得し介護のプロ
を目指します。
・�教育福祉類型では、保育や調
理についての知識や技術を身
につけ資格取得に励みます。

・�全商各種検定試験、情報処理
技術者試験、日商簿記検定試
験合格を目指します。

　普通科では就職・進学など多様な進路を目標に１年次からクラス編成を行い選択科目も豊富です。
　進学を目指す生徒には、受験に対応した課外・模擬試験などを積極的に行い、必要な力を身に付ける
ことを目指します。就職を希望する生徒にも課外・面談を充実させ、希望に沿った進路を実現します。
充実した高校生活を送るために、地元阿蘇で一緒に学びませんか？

・�進学（国公私立大学・短大・専門学校）
就職（事務職・販売・製造）、公務員の
進路実現を目指します。

壁面作成 介護実習

　　

材 料（４人分） 
●生そば…400 ｇ　●ささみ…160 ｇ（2 ～ 3 本）
●卵…4 個　　　　 ●オクラ…16 本
●ピーマン…１個　 ●トマト…4 個
●とろけるチーズ…160 ｇ　●塩…小さじ 1/2
●コンソメ…16 ｇ  ●オリーブオイル…適量

食生活改善推進員協議会
地

産 地 消

C ooking!

問一の宮保健センター ☎ 22-5088

作 り 方 
❶生そばは２分程ゆがく。
❷��トマトは湯むきして一口大に切る。オクラはサッと塩ゆがきして

小口切りにし、ピーマンはスライスしてサッと塩ゆがきする。ささ
みもゆがき、食べやすい大きさにほぐす。
❸�フライパンにオリーブオイルをしき、いり卵を作る。
❹��いり卵を一旦取出し、フライパンにトマトを入れ汁気が出たらコ

ンソメを入れる。オクラ、ピーマン、ささみと③のいり卵をいれ、塩
を入れ味を調節する。
➎�とろけるチーズをのせて、３分ほど蓋をしてチーズがとろけるの

を待つ。
➏皿にそばを盛り、➎をかける。

冷やし生そばのトマトチャンプルかけ
WebTV アソ
動 画

器提供：桜こころ窯

食改員から一言

そばの産地である波野の生そばを使って作
りました。
乾めんでも作れますが、とろけて麺の形が
こわれやすいので、生そばで作ることをお
すすめします！

パソコンの授業風景 合格証書と一緒に

朝読書 実習風景 グループ学習

販売実習

※平成２８年度卒業生の進路状況は広報あそ５月号 (34㌻）に掲載しています。
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阿蘇市ホームページ
http://www.city.aso.kumamoto.jp/

阿蘇フォト�on�Instagram
インスタグラム

阿蘇市インスタグラム
https://www.instagram.com/asostagram/

阿蘇市フェイスブック
https://www.facebook.com/asocity/

#my_aso でタグ付けされた選りすぐりの写真をご紹介！

♥�@neoloux2 ♥�@tak_vill ♥�@sa_i.ko320

♥�@___jun___jun____ ♥�@u_taro_photography ♥�@hirochanman5963

募集期間 　 10 月 31 日㈫まで　 　 テーマ 　癒し　 　　　　　入 賞 　１名

応募方法　 ①「@asostagram」をフォロー ②「#my_aso_healing」をコメントに入力

応募条件　 阿蘇市内で撮影されたことがわかりテーマに沿った写真　  

※入賞者にはインスタグラム内のメッセージで直接ご連絡いたします。
※�入賞作品はインスタグラム・ホームページ・フェイスブック等で公表させていただきます。

第５回阿蘇市公式インスタグラム　フォトコンテスト

賞品紹介

賞品提供・協力：ASOMO（阿蘇テレワークセンター）☎23-6061

阿蘇の写真は「#my_aso」でご投稿ください

阿蘇のこだわりハンバーグセット
阿蘇のあか牛と黒豚の手捏ハンバーグをトマトとデミグラスそれぞれの
ソースで煮込みました。4種類の味が楽しめるハンバーグのセットです。


